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平成２８年３月期
(第７０期)

第２四半期業績
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Ⅰ-01 平成２８年３月期(第７０期)第２四半期業績

１ 為替の円安効果

２ ⼯業⽤ミシン事業のチャイナプラスアザーズの継続
エマージングマーケット（中東、アフリカ等）にも波及

３ ⼯業⽤ミシン事業の中国内需販売は効率化を中⼼
としたハイエンド機種への投資が進⾏

４ ダイカスト部品事業は中国で受注の伸び悩みがある
ものの、ベトナムは堅調に推移

事業環境
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（百万円）

当期2Q累計前期2Q累計

Ⅰ-02 平成２８年３月期(第７０期)第２四半期業績

８，３２７ ９，７５７

⼯業⽤ミシン
84.8％

連結売上⾼

＜⼯業⽤ミシン＞
●販売台数 前期⽐ ▲７．９％

●販売単価 前期⽐ ２５．４％
為替要因除外 前期⽐ ８．８％

⼯業⽤ミシン
86.1％

ダイカスト部品
15.0％

ダイカスト部品
13.9％

その他
0.2％

●前年同期⽐ 17.2％（1,430百万円）

当期実績 前期⽐ 増減率
⼯業⽤ミシン 8,403 1,343 19.0％
ダイカスト部品 1,354 101 8.1％
その他 0 ▲15 ▲100.0％
連結合計 9,757 1,430 17.2％

０

2,000

6,000

8,000

10,000

12,000

4,000

（※百万円以下切り捨て）
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Ⅰ-03

連結営業利益 連結経常利益 税⾦等調整前
当期純利益

1,206

(百万円)

前期2Q累計 当期2Q累計

500

0

親会社株主に
帰属する

当期純利益

1,644

97↑

営業外収益 153
営業外費⽤ 55

特別利益 20
特別損失 0

▲290↓

法⼈税等 312
法⼈税等調整額 ▲40
被⽀配株主に帰属
する当期純利益 17

101（+11.0％） ▲24（▲2.1％） ▲499（▲30.4％） ▲352（▲29.2％）前期⽐

925 1,149

売上⾼ 1,430 増
原価率 3.5pt 増

売上総利益 182 増
販管費 80 増

平成２８年３月期(第７０期)第２四半期業績

1,000

1,500

2,000

20↑

97（+10.4％） 174（+18.3％） 194（+20.5％） 244（+40.0％）
期初

計画⽐

930 950 950 610

１，０２７
１，１２４ １，１４４

８５４

当期2Q累計計画

（※百万円以下切り捨て）
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平成２８年３月期(第７０期)第２四半期業績

原価悪化要因

１） ⼯業⽤ミシンの操業度低下
２） 部品の海外材料調達⽐率の減少
３） １台当り製造費⽤の上昇
４） 為替の円安により、未実現利益の増加
５） 減価償却費の増加
６） 製造⼦会社の原価率悪化

原価改善要因

１） 為替の円安による販売単価のアップ
２） ダイカスト部品ベトナム⼯場の本格稼働による操業度向上

Ⅰ-04
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●為替による影響
Ⅰ-05

（百万円）（連結業績ベース）

通 貨 JPY USD EUR RMB 当期実績 為替要因
除外 前期実績 為替要因除外

前期⽐
期中為替レート － ¥120.50 ¥135.65 ¥19.65 － － － －
前期為替レート － ¥102.66 ¥140.56 ¥16.74 － － － －

差 額 － ¥17.84 ▲¥4.91 ¥2.91 － － － －
売上⾼ 310 6,842 509 2,095 9,757 8,453 8,327 125

⽐率 3.2％ 70.1％ 5.2％ 21.5％ 100.0％ － － －
為替影響額 0 1,013 ▲18 310 1,304 － － －

売上原価 1,763 1,808 10 2,919 6,502 5,408 5,255 153
⽐率 27.1％ 27.8％ 0.2％ 44.9％ 100.0％ － － －

為替影響額 323 306 ▲0 464 1,094 － － －
販売管理費 1,019 701 86 420 2,227 2,064 2,147 ▲82

⽐率 45.8％ 31.5％ 3.9％ 18.9％ 100.0％ － － －
為替影響額 0 103 ▲3 62 162 － － －

営業利益 ▲2,472 4,332 412 ▲1,244 1,027 979 925 54
為替影響額 ▲323 603 ▲14 ▲216 47 － － －

原価率 66.6％ 64.0％ 63.1％

平成２８年３月期(第７０期)第２四半期業績

（※百万円以下切り捨て）
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0

+82+46

当期2Q累計
営業利益

Ⅰ-06

営業利益増減要因

販売増
（＋１２５）

原価悪化
（０．９pt）

為替変動経費減前期2Q累計
営業利益

（百万円）

平成２８年３月期(第７０期)第２四半期業績

▲74
+47 1,027

925

（※百万円以下切り捨て）

＋１０１百万円増加
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Ⅰ-07

⽇本 その他の
アジア中国 ⽶州 欧州

68期中間 232 1,268 2,853 856 623 5,835
69期中間 252 1,184 3,569 1,471 581 7,059
70期中間 310 1,047 4,701 1,834 509 8,403

前期⽐前期⽐

31.7％ ▲12.4％

所在地別セグメント売上⾼(百万円)

0

1,000

2,000

4,000

23.3％

▲11.5％ 24.6％

合計

前年同期⽐
19.0％

（3.4％）

（▲24.6％）

（12.2％）

（6.2％）

平成２８年３月期(第７０期)第２四半期業績

（▲9.3％）

※百万円以下切り捨て。（ ）内は為替要因除外の場合の前期⽐

3,500

5,000
⼯業⽤ミシン⼯業⽤ミシン

966 0 966
1,245 7 1,252
1,047 307 1,354

ダイカスト部品ダイカスト部品

合計その他の
アジア中国

0

100

200

300

400

500

600

700

▲15.9％
（▲28.3％）

40.2倍

前年同期⽐
8.1％

（▲7.9％）
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Ⅰ-08

資 産資 産 負債・資本・純資産負債・資本・純資産
連結貸借対照表

平成２８年３月期(第７０期)第２四半期業績

（百万円） 当期末 前期末⽐
資産合計 29,980 456
流動資産 21,822 287

現⾦及び預⾦ 7,438 ▲137
受取⼿形及び売掛⾦ 5,491 626
棚卸資産 8,132 ▲118
繰延税⾦資産ほか 759 38

固定資産 8,158 168
有形固定資産 6,488 56
建物 2,869 ▲32
機械 1,947 42
⼯具、備品 119 ▲13
建設仮勘定 624 58
投資その他の資産 926 115

無形固定資産およびその他は１千万円以下の増減

（百万円） 当期末 前期末⽐
負債合計 9,320 ▲355
流動負債 5,820 220

⽀払⼿形及び買掛⾦ 1,891 508
借⼊⾦及び社債 2,486 ▲350

固定負債 3,499 ▲575
借⼊⾦及び社債 2,151 ▲529

純資産合計 20,660 811
株主資本 16,232 656

資本⾦ 2,255 0
資本剰余⾦ 2,983 0
利益剰余⾦ 10,998 656
⾃⼰株式 ▲5 0

その他の包括利益累計額 3,715 179
為替換算調整勘定 3,650 212

⾮⽀配株主持分 712 ▲23

（※百万円以下切り捨て）
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平成２８年３月期(第７０期)第２四半期業績Ⅰ-09

当期純利益/１株利益当期純利益/１株利益⾃⼰資本/⾃⼰資本⽐率/ROE⾃⼰資本/⾃⼰資本⽐率/ROE １株当り純資産/PBR１株当り純資産/PBR

第69期末第69期
2Ｑ末

19,947

13,814

(百万円) (%)

55.1%
64.7%

804.00623.32

(円)

第70期
2Ｑ末

第69期末第69期
2Ｑ末

第70期
2Ｑ末

19,112

66.5%

第69期末第69期
2Ｑ末

第70期
2Ｑ末

770.34

0

5,000

10,000

15,000

0

20

40

60

0

200

400

0

500

(百万円)

600

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

54.45円

854

80

100

20,000

25,000

800

34.44円

8.94%
14.42%

4.38%

※ROE：
当期純利益÷期初期末平均⾃⼰資本

⾃⼰資本⽐率 ROE

1.12

0.78

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

(倍)

700

600

429

PBR期末株価

20

(円)

40

60

80

100

120

1,206

2,328

101.36円

１株利益

連結財政状況

1.21,000

0.53

0
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連結キャッシュフロー

1,122

1,281

▲537

▲1,14
3

▲889

865

▲264

▲744

▲37

0

▲500

▲600

▲800

▲200

0
(百万円) (百万円)

▲1,500

500

(百万円)

▲400

0

1,500

第68期
2Q累計

Ⅰ-10 平成２８年３月期(第７０期)第２四半期業績

営業活動ＣＦ営業活動ＣＦ 投資活動ＣＦ投資活動ＣＦ 財務活動ＣＦ財務活動ＣＦ

第69期
2Q累計

第70期
2Q累計

第68期
2Q累計

第69期
2Q累計

第70期
2Q累計

第68期
2Q累計

第69期
2Q累計

第70期
2Q累計

▲1,000

▲500

1,000

500

1,000

（※百万円以下切り捨て）
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Ⅰ-11 平成２８年３月期(第７０期)第２四半期業績

研究開発費

第69期
2Q累計

第70期
2Q累計

第69期
通期

第70期
通期予想

214 233

401
435

572
266

283

307

1,021
566884

641

0

100

200

300

400

500
(百万円) (百万円)

0

200

400

600

800

1,000

1,200

設備投資費 減価償却費

0

100

200

300

400

500

600

700
(百万円)

第69期
2Q累計

第70期
2Q累計

第69期
通期

第70期
通期予想

第69期
2Q累計

第70期
2Q累計

第69期
通期

第70期
通期予想

+19
▲289

+40

+85▲137+34

（※百万円以下切り捨て）
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平成２８年３月期
(第７０期)
業績予想
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平成２８年３月期(第７０期) 連結業績予想Ⅱ-01

１ ⼯業⽤ミシン事業のチャイナプラスアザーズの継続

２ ⼯業⽤ミシン事業のエマージングマーケットの開拓

３ ダイカスト部品の新規取引開拓と需要動向

４ ⽇⽶欧の⾦融政策と中国や新興国の経済動向

５ 為替の動向

事業環境
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Ⅱ-02 平成２８年３月期(第７０期) 連結業績予想

通期計画 中間実績 進捗率 中間計画 増減率 増減額
売上⾼ 18,360 9,757 53.1％ 9,040 7.9％ 717

営業利益 2,000 1,027 51.4％ 930 10.4％ 97
経常利益 2,010 1,124 55.9％ 950 18.3％ 174

当期純利益 1,420 854 60.1％ 610 40.0％ 244

通期業績予想、進捗（百万円）

売上⾼予想 通期計画 中間実績 進捗率 中間計画 増減率 増減額
⼯業⽤ミシン 14,675 8,403 57.3％ 7,540 11.4％ 863
ダイカスト部品 3,685 1,354 36.8％ 1,500 ▲9.7％ ▲146

※当期純利益：親会社株主に帰属する当期純利益

連 結連 結

事業別事業別
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平成２８年３月期(第７０期) 連結業績予想

通期計画 中間実績 進捗率 中間計画 増減率 増減額
⽇ 本 560 310 55.4％ 290 7.1％ 20
中 国 1,595 1,047 65.6％ 893 17.3％ 154

その他のアジア 8,410 4,701 55.9％ 4,223 11.3％ 478
⽶ 州 3,110 1,834 59.0％ 1,639 11.9％ 195
欧 州 1,000 509 50.9％ 495 2.9％ 14

⼯業⽤ミシン⼯業⽤ミシン

ダイカスト部品ダイカスト部品

Ⅱ-03

所在地別セグメント 通期業績予想、進捗（百万円）所在地別セグメント 通期業績予想、進捗（百万円）

通期計画 中間実績 進捗率 中間計画 増減率 増減額
中 国 2,985 1,047 35.1％ 1,213 ▲13.7％ ▲165

その他のアジア 700 307 43.9％ 286 7.0％ 20
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平成２８年３月期
(第７０期)
重点課題



Ⅲ-01
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１．売上⾼拡⼤
重点課題

１）重点課題の推進
*３つの差別化（製品・品質・サービス）の徹底
*中国市場に代わる普及機種市場の開拓＆参⼊
*販売・サービス機能の強化
*オセロ作戦の強化
*中国製ハイエンド機種の拡販
*⾮アパレル・異業種への参⼊

２）ダイカスト部品事業の拡⼤
*取引先の拡⼤
*セールスエンジニアの育成

３）第３の柱となる事業の検討スタート
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重点課題

２．原価低減の推進

１）⽣産体制の効率化
*⽣産拠点の棲み分け（⽣産品⽬の適正化）
*本社（滋賀⼯場）の効率化対策の推進
*⼯業⽤ミシン製造拠点（美⾺精機、中国、ベトナム）の

効率化および原価引き下げ対策

２）部品供給体制の効率化
*納期短縮
*調達ルートの適正化

Ⅲ-02
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会社概要
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Ⅳ-01 会社概要

代表者

創 業

会社名

所在地

ペガサスミシン製造株式会社

代表取締役会⻑ 清⽔盛明
代表取締役社⻑ 美⾺成望

１９１４年（⼤正３年）１⽉

⼤阪市福島区

資本⾦ 22億5,555万円（平成２７年９⽉末現在）

売上⾼ 162億649万円（平成２７年３⽉末現在）

従業員数 1,288名（連結平成２７年９⽉末現在）
220名（単体平成２７年９⽉末現在）

事業内容 ⼯業⽤環縫いミシンおよび部品の製造・販売
⾃動⾞⽤安全ベルト関連部品の製造・販売

会社概要 株主状況

個⼈・その他
97.31%

平成２７年９⽉末時点

◆所有者別⽐率(%)

個⼈・その他
59.1%

外国法⼈等
7.6%
⾦融機関
18.2%
証券会社
2.6%
その他の
法⼈
12.4%
⾃⼰名義
株式
0.1%

外国法⼈等

⾦融機関

証券会社

その他の法⼈

⾃⼰名義
株式

◆所有者別持株数⽐率(%)

0.89%

0.88%

0.40%

0.50%

0.01%

⽒名または名称 割合(％)
1 株式会社美⾺ 6.26
2 ⽇本トラスティ・サービス信託銀⾏株式会社（信託⼝） 4.75
3 株式会社三井住友銀⾏ 3.34
4 板東敬三 3.26
5 吉⽥隆⼦ 2.86
6 美⾺成望 2.47
7 ペガサスミシン従業員持株会 2.04
8 板東雄⼤ 1.89
9 美⾺正道 1.76

10 BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG (FE-AC） 1.51
計 30.15

⼤株主の状況⼤株主の状況 平成２７年９⽉末時点
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連結業績推移連結業績推移

（単位：百万円）

15,000

2,000

0

第60期
平成18年
３⽉期

第61期
平成19年
３⽉期

第62期
平成20年
３⽉期

第63期
平成21年
３⽉期

第64期
平成22年
３⽉期

Ⅳ-02 会社概要

10,000

5,000

▲2,000

０

4,00020,000
売上⾼ 利益

売上⾼（左） 営業利益（右） 経常利益（右） 当期純利益（右）

16,283
2,797
3,038
2,246

16,708
2,781
2,659
2,077

16,615
2,349
2,083
1,357

※グラフ内の数字は上から売上⾼、営業利益、経常利益、当期純利益

10,059
▲1,063
▲1,193
▲1,843

7,985
▲1,206
▲1,181
▲1,940

11,943
428
431
156

第65期
平成23年
３⽉期

11,152
192
78

▲149

第66期
平成24年
３⽉期

10,170
21

266
174

第67期
平成25年
３⽉期

14,067
1,132
1,274

966

第68期
平成26年
３⽉期

第69期
平成27年
３⽉期

16,206
1,723
2,189
2,328
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事業内容

⼯業⽤ミシン
84.4％

ダイカスト部品
15.4％

※グラフ内の％は平成27年3⽉期通期 売上⾼構成⽐率

その他
0.2％

連結売上⾼
16,206百万円

新型オーバーロックミシン

新型偏平縫いミシン

ダイカスト製品イメージ図

ダイカスト製品
使⽤部位

Ⅳ-03
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事業内容 工業用ミシン

⼯業⽤環縫いミシンの製造・販売
⼯業⽤ミシンとは、⾐料縫製産業の主要⽣産設備 資本財

ミシン
家庭⽤ミシン

⼯業⽤ミシン
環縫いミシン

本縫いミシン

環縫いミシンと本縫いミシンの違い
環縫いミシン 本縫いミシン

ニット（編まれたもの）の構造 織物（織られたもの）の構造

環縫いの縫い⽬(断⾯図)

● カジュアルウェア
● スポーツウェア etc

本縫いの縫い⽬(断⾯図)

● スーツ
● ジーパン etc

特 化 !
当社は主に輸出向けの⾼級ニット
ウェアやカジュアルウェアなどの縫製
で広く使⽤されている環縫いミシンに
特化した事業を展開

Ⅳ-04
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事業内容 工業用ミシン（環縫いミシンの用途）

様々な⽤途に対して、豊富な機種を展開。その数 種類以上!!3,500
様々な⽤途に使われる環縫いミシン。
当社では現在、3,500種類以上の
品揃えで、ユーザーニーズに対応!!

Ⅳ-05
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主に先進国に輸出
品質重視

主に先進国に輸出
品質重視

事業内容 工業用ミシン（環縫いミシン業界）

⾼性能・⾼機能の環縫いミシン業界は寡占状態
輸出縫製輸出縫製

信頼のある設備
（世界で認められた設備）

TOP SHARE

環縫いミシン市場は

J社
（⽇本）

Y社
（⽇本）

K社
（台湾）

開発途上国内で消費
価格重視(低価格)

開発途上国内で消費
価格重視(低価格)

内需縫製内需縫製

より安い
設備・材料

環縫いミシン市場は

巨 ⼤ 市 場
中国製ミシン

低品質
低価格で百数⼗社

ローカル製ミシン

模倣ミシン

Ⅳ-06
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事業内容 工業用ミシン（環縫い市場）

環縫い市場は安定的に拡⼤

世界⼈⼝の
増 加

世界⼈⼝の
増 加

⽣活⽔準向上による

＋
⼀⼈当たり保有枚数

増加

カジュアル化
⺠族⾐装からの変化

たとえばサリーから
ジーンズへ等

⽇常の⽣活を⽀える三⼤要素

「⾐」・「⾷」・「住」
⽣産財 当社の携わる⼯業⽤ミシン

Ⅳ-07



29

事業内容 工業用ミシン（縫製産地）

縫製産地は絶えず好条件の⽣産拠点を求めて移動
好条件とは
品質の良い縫製品が安く作れる
まとまった数量が確保できる
納期が守れる
為替が安定している
関税が低い・・・等

これらの条件が充⾜されなく
なると・・・

縫製基地としての
価値が低下

好条件を求めて
新たな縫製基地へ!!

新⼯場
設⽴
新⼯場
設⽴

設備の新規導⼊設備の新規導⼊

⼯業⽤ミシンの

販売チャンス!!

Ⅳ-08



当社販売拠点を中⼼に、世界約70か国、約200社の販売代理店網を整備。

30

事業内容 工業用ミシン（生産・販売体制）

グローバルな⽣産および販売体制を構築
⽣産体制 ⼯業⽤ミシンにおいては⽇本、中国、ベトナムで、

ダイカスト部品は中国および新たにベトナムで2014年より操業

販売体制 ⼯業⽤ミシンにおいては各国の

Ⅳ-09
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事業内容 工業用ミシン（高い参入障壁）

新規参⼊が難しい環縫いミシン業界
精密機械である⾼性能・⾼機能な環縫いミシン業界への参⼊は難しい

機構が複雑で
部品点数が多い

バリエーションが
豊富

ニット素材はデリ
ケート（扱いにくい）

精密構造 機種が多い 職⼈技の世界

部品精度の管理や組⽴ノウハウ、教育制度の充実が必要

⾼い参⼊障壁

Ⅳ-10
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事業内容 工業用ミシン（当社の位置付け）

環縫いのＰＥＧＡＳＵＳとしての知名度を確⽴

ミシン業界は
150年以上の歴史

100周年を迎え
た環縫いミシンの

2014年に創業

専業メーカー

1964年、欧州最⼤の
繊維総合メーカーによる
600時間耐久テストで、
当社のオーバーロックミシン

のみ

合格!
世界ブランド

確⽴

世界中で
顧客ニーズに

合わせた

３,５００
種類以上の

豊富な機種を

展開!

世界トップクラスの

開発技術⼒!

世界最⼩径!!

世界最⾼速!!

Ⅳ-11
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事業内容 工業用ミシン（ＢＭ生産方式）

国際分業による効率的な⽣産体制

0%

50%

100%

150%

200%

H8/3 H12/3 H16/3 H17/3 H18/3 H19/3

販売台数 グループ在庫

在庫削減効果（当社販売台数と在庫の推移）
（平成８年３⽉の販売台数、グループ在庫をそれぞれ100%とする）

委託⽣産 30〜35％

⽇ 本

中 国

ベトナム

ＢＭ⽣産⽅式とは

中 国

⽇ 本

ミシンの基礎部分
の組⽴

オーダーを受けて
最終完成品に組⽴

ＢＭ⽣産⽅式のメリット

通常２１⽇の⽣産⼯程を最短３⽇へ短縮
１台のベースマシンから平均２５種類のサブク
ラスに展開

⼀貫⽣産 １％
ＢＭ完成 8〜10％
⼀貫⽣産（内需⽤） 25〜30％
委託⽣産（内需以外） 25〜30％

納期短縮・コストダウン・在庫削減

完
成
ミ
シ
ン
を

市
場
へ

ＢＭ効果

Ⅳ-12



Ⅳ-13 事業内容 ダイカスト部品

各種ダイカストによる⾃動⾞⽤安全ベルト関連部品の製造・販売

リトラクター部分の
ダイカスト製品

イメージ図

使⽤部位
当社の強み!

中国国内で⽇本製と
同等品質の部品を製造!

平成１９年（2007年）１⽉
中国・天津市に合弁会社設⽴

平成２０年（2008年）１⽉、営業開始

グループの業績拡⼤ならびに企業価値の向上を⽬指ざす。
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ダイカスト部品事業の拡⼤

設 ⽴ 時 期
商 号

代 表 者

平成２５年４⽉１０⽇
PEGASUS-SHIMAMOTO AUTO PARTS 
(VIETNAM) CO., LTD. 

美⾺ 正道

ダイカスト部品に関わる需要増加への対応を⽬的とし、
ベトナムに新たな⽣産拠点を設⽴。

決 算 期 １２⽉３１⽇

【参考】

所 在 地 ベトナム社会主義共和国ドンナイ省

資 本 ⾦ １，０３０万⽶ドル
当社出資額 ８４０万⽶ドル

（出資⽐率 ８１．５５％）

ホーチミン

ハノイ

ハイズン省
(ミシン)

ドンナイ省

事業内容 ダイカスト部品Ⅳ-14
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■ ２０１４年世界の⾃動⾞⽣産台数（乗⽤⾞、商⽤⾞）
前年⽐２．６％増の約８，９７４万台（国際⾃動⾞⼯業連合会

（OICA））
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ダイカスト事業を収益の第２の柱へ

平 成 26 年 11 ⽉ 、 天 津 Ｐ Ｓ Ａ に て
ISO/TS16949（BSI認証）取得。欧
⽶⾃動⾞メーカーへの新規参⼊に向けて
優位に。

天津⼯場は第1フェーズで得たノウハウによる
⾼付加価値化と⽣産能⼒の増強へ。

平成25年（2013年）4⽉、ベトナム・ドンナ
イ省（ホーチミン近郊）に合弁会社設⽴。
平成２６年（2014年）2⽉に営業開始。
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%

25.0
%

26.9
%
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%

ダイカスト部品業績推移

連結業績推移

収益の第２の柱として発展させ、
グループの業績拡⼤ならびに
企業価値の向上を⽬指す。

Ⅳ-15
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3.6%

11,152 10,170

14,067
16,206

16.8
%

事業内容 ダイカスト部品
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